
第25回総会〕 被服学II（構成・美学など）109

　　　Ｃ－43　簡易化i- i: ろ被服構/l｀り研物C 溥β無ノー々- ･レ鱗の摩長感輯清爽―

　　　　　　鳥屋県趾せ吸大　o m　蕨｝野孝敏多

　13 的　広幅地I ジンク）り&・ヤー/吋昌・？ヴ･レ幡) <ﾌ出まめっている現奈，*尺タ也

でリjえられた･･1募噺の蕎洛ﾚ"ぞ・あもし3r5 ・Ml t ・わ"T tf.い等, 々- /レ帰布地特角

の効果的布錬ﾚ^ Xしマ■ 循やすぐ蓼いく- 着用侈の(ここ･水り肌逢も簡単（淳匝同罪

フリー- > ｸﾞもr- き-3ト?現代｀･こ通レを艮冶^暫作し^いピ考えふ3 の匁作曝験石

浹ヽ^ p. のx･裴惨? 3 ，( 今国,常々一/レ幡^c つ･フタ

　方痛

モ尹’匝す塙；膏夭／^^・^ . 袖丈i-/ h/i-

mリ*：々- (I'幅?≒Z一/o cm.

Rつ* み裡(･指導蕩ノ

⑩縫目背レL前胴捲をり　
卜,上3

穐。方汰にり。，て呪作曳験も行な・他.

の征日ﾌﾟfレc 煉胴持か･）

　難粟

りc 二c の;5-臓剣

りR の方逡iり同格S" の省 いこ制限<r 馮ク. 袖丈－の閣泳お考屋' r’いe 孕お’め3 .

　（夕3 ･^址・ ｔ i^^n 幻M球上嘲端升I-格を･邑を出さたいをめ）

刀c の方法It 胴n 1'･の高<l ・袖丸'i. の関俸z 寿屋方i '畑參*･■■乃,り■

*) R c のヤ法は延扮伊’ウな< ，II 今r 妊濠帥で■.仕± Z ＼り午関か'* ヵヽ£ヂ, 度fi < が

　らくど^･かφiか浮ﾚ’。

　　　C－44 和叙の能平化|こ関す§研免一矢狐女物単衣長着の縫咳時ffiiこついT (第2報)

　　　　　　fi! 屋女大生研　荻野千鶴子　水野久子　〇安田ｽｲｪ于

　目的　今日､和新の縫製作業は能率心＝ヵヽら一iP､こミシンを用いI などしていI 八

依然とL/ フキ縫作業ヵヽ.-多く.洋截･こ比べ、時関り、肉体的に負μ!ヵ､嗜さく非れ辛的r'

ある。さらに中芋校て"It.和靫教材の実習カリ

徒£ 除いてI*. Ifとんと■'i口紅左手が｀n^ことなしに入学して訂こ環大生iま、孝熟締者

であ')、和裁実習時における作業能率I* 必す"Lノも良いとItいえない。ｔこで和裁作業

の能率＆考I る一瑞として、珪大生が｀教材左ｲ士上｡It"るiで･の所要時関左測瓦、これ左。

分析して作業の合理化左図り. 今債･り和靫指導の向上.lこ役£てrこい。

　方法　被験者it、檀業吟(ｲ)＼t本学の短尺家政科i 年の零^釦ゐ。実験吟(ロ)は(ｲ)の中

ヵヽら2ゐ, 家紋科2年の学生力ヽら牟名を無作為抽畝した。測定が法＼-i、巾t大裁女物

単衣長iを扱う和裁の攻業時に;g-ii の教材にて佃々･こ時間計刺i させた。(ロ)･t)il一用

布で同型同寸のi, のを、縫い槍めヵヽら絃μり$ で継続して行なわ-tt, これをストヽ・ﾌﾟ

ｳｫｯ争法で時閉劇支した。

　結果1. び)の縫繁片要時間の平均は/μZ分て7最も遅い看|拝いtの約H倍の時闇要してい石。

2. が)の本作業は|£-時間の7Sy.て".本作劃こ祁の時間玄貪す者喋、付随時間もなく要している。

3. 2柾目を､奏験として連続作業てヽ｀作駁しTz場冶a、橿時聞|乙おいて42% 本作業時間で4-r/.

　　の眼綿がみられる。

4.(ロ)のI･ 2年学4.の各部位所要時間it. 背縫て'It. 2 年は1年の15茄　脇練ir/.
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